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  （百万円未満切捨て）
１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 29,438 4.9 2,063 △12.5 2,006 △6.8 1,239 △12.2 

30年３月期第２四半期 28,071 8.9 2,357 45.7 2,151 46.0 1,411 48.1 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 1,031 百万円 （△46.8％）   30年３月期第２四半期 1,939 百万円 （181.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 122.08 － 

30年３月期第２四半期 139.15 139.10 

（注）当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益」を算定しております。 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第２四半期 72,872 32,291 41.8 3,001.05 

30年３月期 73,658 31,960 40.9 2,970.75 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 30,493 百万円   30年３月期 30,159 百万円 
（注）当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 0.00 － 14.00 14.00 

31年３月期 － 0.00       

31年３月期（予想）     － 70.00 － 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成31年３月期（予
想）の１株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」
として記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成31年３月期（予想）の１株当たり配当金は期末配当金
のみで14円となります。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧くださ
い。 
 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 
  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 61,500 8.0 4,200 △16.9 4,100 △13.2 2,700 △19.4 265.84 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成31年３月期の連
結業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細について
は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 10,684,321 株 30年３月期 10,684,321 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 523,220 株 30年３月期 532,252 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 10,156,584 株 30年３月期２Ｑ 10,143,914 株 

（注）当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平

均株式数」を算定しております。 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

（株式併合後の配当及び連結業績予想について） 

 当社は、平成30年６月26日開催の第154期定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成30年10

月１日付で、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。なお、株式併合考慮前に換算した平成

31年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。 

１．平成31年３月期の配当予想 

  １株当たり配当金 第２四半期末 0円00銭 期末 14円00銭（注１） 

２．平成31年３月期の連結業績予想 

  １株当たり当期純利益 通期 53円17銭 

 

（注１）株式併合考慮前に換算した配当額です。 

（注２）平成31年３月期の年間配当金（株式併合考慮前）は14円00銭となります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、先進国を中心とした景気回復が継続しました。 

また、米国経済は堅調な伸びで推移しており安定的な拡大となりました。一方で、米国金利の上昇、めまぐるし

く変化する地政学的な懸念材料が顕在化し、先行きの不透明感が強まっています。 

わが国経済は、個人消費の拡大、所得や雇用環境の改善、株価上昇による投資マインドの向上効果などが現れ概

ね好調でした。 

化学業界におきましては、基礎原料ナフサ価格は前年同四半期と比べ上昇基調で推移しており楽観を許さない状

況にあります。 

当社グループの５カ年経営計画「REACT1000」が４年目となる今年度は、既存分野と新規周辺領域の充実拡大に

努めています。新しく手がけるライフサイエンス分野では、新しく２社を完全子会社とし新分野への歩みを着実に

進めました。未来作りの投資を行い、基盤事業を強化しています。５カ年経営計画の目標達成に向けた「飛躍への

行動」を確実なものにしてまいります。 

当第２四半期連結累計期間の業績といたしましては、基礎原料ナフサ価格の上昇が徐々に利益を圧迫し、また、

ライフサイエンス事業をはじめ、今後の安定成長に向けた研究開発促進・強化のための費用がかさみましたことか

ら、売上高は294億38百万円（前年同四半期比4.9％増）、営業利益は20億63百万円（前年同四半期比12.5％減）、

経常利益は20億６百万円（前年同四半期比6.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億39百万円（前年同

四半期比12.2％減）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

＜界面活性剤＞

界面活性剤の売上高は、総じて好調に推移しました。 

国内では、ゴム・プラスチック用途、トイレタリー用途が堅調に推移し、ＩＴ・電子用途は好調に推移しまし

た。石鹸・洗剤用途は伸長しました。 

海外では、繊維用途は低調に推移しましたが、ゴム・プラスチック用途は堅調に推移し、塗料・色材用途は伸長

しました。 

その結果、当セグメントの売上高は106億99百万円（前年同四半期比2.7％増）となりました。 

営業利益は、ナフサ価格の上昇が原材料費を押し上げ、また、連結子会社の排水処理設備等のインフラ設備投資

の償却負担から、石鹸洗剤用途を中心に減益となり７億30百万円（前年同四半期比29.3％減）となりました。 

 

 

＜アメニティ材料＞ 

アメニティ材料の売上高は、総じて伸長しました。 

国内では、セルロース系高分子材料は飼料用途がやや低調に推移しましたが、医薬品用途は堅調に推移し、エネ

ルギー・環境用途は伸長しました。ショ糖脂肪酸エステルは食品用途が順調に推移しました。 

海外では、セルロース系高分子材料は食品用途が低調に推移しましたが、ショ糖脂肪酸エステルは香粧品用途が

順調に推移し、食品用途は伸長しました。 

その結果、当セグメントの売上高は40億７百万円（前年同四半期比9.6％増）となりました。 

営業利益は、ライフサイエンス事業への本格参入による研究開発費やショ糖脂肪酸エステルの欧州市場参入のた

めＲＥＡＣＨ対応費用など営業費用がかさみ利益を圧迫しましたことから１億24百万円（前年同四半期比59.2％

減）となりました。 

 

＜ウレタン材料＞

ウレタン材料の売上高は、総じてやや低迷しました。 

フロン規制に関連する環境配慮型の合成潤滑油は好調に推移しましたが、土木用薬剤は大きく落ち込みました。 

その結果、当セグメントの売上高は46億42百万円（前年同四半期比1.5％減）となりました。 

当セグメントは土木用薬剤の売上高の落ち込みや、連結子会社の排水処理設備等のインフラ設備投資の償却負担

から、３百万円の営業損失（前年同四半期は60百万円の利益）となりました。 
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＜機能材料＞ 

機能材料の売上高は、総じて大幅に伸長しました。 

国内では、難燃剤はゴム・プラスチック用途が順調に推移し、光硬化樹脂用材料はＩＴ・電子用途が顕著に伸長

しました。 

海外では、難燃剤はゴム・プラスチック用途が大幅に伸長し、光硬化樹脂用材料はＩＴ・電子用途が大幅に伸長

しました。 

その結果、当セグメントの売上高は79億58百万円（前年同四半期比15.3％増）となりました。 

営業利益は、海外向けの難燃剤の大幅な売上高増加や光硬化樹脂用材料などの高付加価値品の開発が実りました

ことから11億89百万円（前年同四半期比38.7％増）となりました。 

 

＜電子デバイス材料＞ 

電子デバイス材料の売上高は、総じて大きく落ち込みました。 

太陽電池用途の導電性ペーストは伸長しましたが、射出成形用ペレットはやや低迷しました。 

その結果、当セグメントの売上高は21億31百万円（前年同四半期比10.5％減）となりました。 

営業利益は、導電性ペーストの利益改善がありましたが、連結子会社で営んでおりましたリチウムイオン電池の

製造販売事業の見直しを行い、今後は電池向けの部素材開発を強化することとしました。このため、連結子会社の

再編を実施するとともに新たな素材開発の費用が発生し23百万円（前年同四半期比77.4％減）となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

 （資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は378億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億15百万円

減少しました。これは主に受取手形及び売掛金が11億66百万円増加しましたが、現金及び預金が37億55百万円減少

したことなどによるものです。固定資産は350億円となり、前連結会計年度末に比べ19億29百万円増加しました。

これは主にライフサイエンス分野で新しく２社を完全子会社としたこと等により投資有価証券が22億３百万円増加

したことなどによるものです。

 この結果、総資産は728億72百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億86百万円減少しました。

 

 （負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は244億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億12百万円

増加しました。これは主に短期借入金が15億51百万円増加したことなどによるものです。固定負債は161億55百万

円となり、前連結会計年度末に比べ28億29百万円減少しました。これは主に長期借入金が27億73百万円減少したこ

となどによるものです。

 この結果、負債合計は405億80百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億17百万円減少しました。 

 

 （純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は322億91百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億30百万

円増加しました。これは主に配当金７億10百万円を支払い、親会社株主に帰属する四半期純利益12億39百万円を計

上したことなどによるものです。 

 この結果、自己資本比率は41.8％（前連結会計年度末は40.9％）となりました。

 

 （キャッシュ・フローの状況）

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比べて

37億50百万円減少し、76億51百万円となりました。 

 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

 ＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 営業活動の結果、得られた資金は13億71百万円（前年同四半期は17億10百万円）となりました。これは、売上債

権の増加12億14百万円（前年同四半期は21億69百万円）などにより資金が減少したことに対し、税金等調整前四半

期純利益18億79百万円（前年同四半期は20億73百万円）、減価償却費12億57百万円（前年同四半期は12億52百万

円）などにより資金が増加したことによるものです。 
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 ＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 投資活動の結果、使用した資金は30億21百万円（前年同四半期は15億72百万円）となりました。これは、有形固

定資産の取得８億45百万円（前年同四半期は11億32百万円）、ライフサイエンス分野で新しく２社を完全子会社と

したことによる関係会社株式の取得14億55百万円などにより資金が減少したことによるものです。 

 

 ＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 財務活動の結果、使用した資金は20億６百万円（前年同四半期は28億76百万円）となりました。これは、短期借

入金の純増加額14億31百万円（前年同四半期は２億62百万円）により資金が増加したことに対し、長期借入金の返

済25億38百万円（前年同四半期は23億50百万円）、配当金の支払い７億７百万円（前年同四半期は６億５百万円）

などにより資金が減少したことによるものです。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、平成30年４月26日付で公表いたしました通期の連結業績予想からの変更はありま 

せん。 

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で 

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,523 7,768 

受取手形及び売掛金 16,515 17,682 

商品及び製品 7,784 7,923 

仕掛品 31 33 

原材料及び貯蔵品 2,134 2,406 

前払費用 270 346 

その他 2,342 1,725 

貸倒引当金 △15 △15 

流動資産合計 40,587 37,871 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,341 10,979 

機械装置及び運搬具（純額） 6,128 5,603 

工具、器具及び備品（純額） 489 507 

土地 8,933 8,810 

リース資産（純額） 596 534 

建設仮勘定 95 782 

有形固定資産合計 27,584 27,217 

無形固定資産 378 428 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,672 5,876 

長期貸付金 420 419 

長期前払費用 208 185 

繰延税金資産 83 85 

退職給付に係る資産 403 489 

その他 326 305 

貸倒引当金 △6 △6 

投資その他の資産合計 5,108 7,354 

固定資産合計 33,071 35,000 

資産合計 73,658 72,872 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,222 12,295 

短期借入金 6,197 7,749 

リース債務 313 274 

未払法人税等 893 577 

賞与引当金 649 618 

未払事業所税 37 18 

未払費用 220 231 

その他 2,176 2,659 

流動負債合計 22,712 24,424 

固定負債    

長期借入金 17,665 14,892 

リース債務 575 483 

繰延税金負債 307 345 

退職給付に係る負債 107 97 

資産除去債務 73 73 

その他 256 263 

固定負債合計 18,985 16,155 

負債合計 41,697 40,580 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,895 8,895 

資本剰余金 7,223 7,237 

利益剰余金 14,043 14,593 

自己株式 △1,086 △1,067 

株主資本合計 29,076 29,657 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 531 484 

為替換算調整勘定 271 79 

退職給付に係る調整累計額 279 273 

その他の包括利益累計額合計 1,082 836 

非支配株主持分 1,801 1,797 

純資産合計 31,960 32,291 

負債純資産合計 73,658 72,872 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 28,071 29,438 

売上原価 20,746 21,885 

売上総利益 7,325 7,553 

販売費及び一般管理費 4,967 5,489 

営業利益 2,357 2,063 

営業外収益    

受取利息 2 3 

受取配当金 27 32 

持分法による投資利益 31 29 

その他 62 44 

営業外収益合計 123 110 

営業外費用    

支払利息 123 101 

補償関連費用 160 － 

その他 46 66 

営業外費用合計 330 168 

経常利益 2,151 2,006 

特別利益    

関係会社株式売却益 － 141 

特別利益合計 － 141 

特別損失    

減損損失 － 240 

固定資産処分損 78 26 

特別損失合計 78 267 

税金等調整前四半期純利益 2,073 1,879 

法人税、住民税及び事業税 479 452 

法人税等調整額 85 72 

法人税等合計 564 525 

四半期純利益 1,508 1,354 

非支配株主に帰属する四半期純利益 96 114 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,411 1,239 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 1,508 1,354 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 392 △47 

繰延ヘッジ損益 1 － 

為替換算調整勘定 20 △253 

退職給付に係る調整額 26 △5 

持分法適用会社に対する持分相当額 △9 △16 

その他の包括利益合計 431 △323 

四半期包括利益 1,939 1,031 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,824 993 

非支配株主に係る四半期包括利益 115 38 
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（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,073 1,879 

減価償却費 1,252 1,257 

減損損失 － 240 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 0 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △199 △98 

受取利息及び受取配当金 △30 △35 

支払利息 123 101 

持分法による投資損益（△は益） △31 △29 

固定資産処分損益（△は益） 78 26 

関係会社株式売却損益（△は益） － △141 

売上債権の増減額（△は増加） △2,169 △1,214 

たな卸資産の増減額（△は増加） △378 △437 

仕入債務の増減額（△は減少） 882 100 

その他 585 427 

小計 2,183 2,078 

利息及び配当金の受取額 56 82 

利息の支払額 △122 △100 

法人税等の支払額 △407 △689 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,710 1,371 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △114 － 

定期預金の払戻による収入 81 － 

有形固定資産の取得による支出 △1,132 △845 

投資有価証券の取得による支出 △1 △790 

関係会社株式の取得による支出 － △1,455 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
－ 130 

貸付けによる支出 △400 － 

貸付金の回収による収入 0 0 

その他 △6 △60 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,572 △3,021 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 262 1,431 

長期借入金の返済による支出 △2,350 △2,538 

リース債務の返済による支出 △150 △149 

配当金の支払額 △605 △707 

非支配株主への配当金の支払額 △38 △41 

その他 7 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,876 △2,006 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9 △94 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,747 △3,750 

現金及び現金同等物の期首残高 9,296 11,402 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,548 7,651 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  界面活性剤 
アメニティ 

材料 
ウレタン材料 機能材料 

電子デバイス 
材料 

合計 

売上高            

外部顧客への売上高 10,419 3,654 4,713 6,903 2,381 28,071 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 10,419 3,654 4,713 6,903 2,381 28,071 

セグメント利益（営業利益） 1,032 304 60 857 102 2,357 

 (注) 報告セグメント利益の合計金額と四半期連結損益計算書の営業利益は一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  界面活性剤 アメニティ 
材料 

ウレタン材料 機能材料 電子デバイス 
材料 

合計 

売上高            

外部顧客への売上高 10,699 4,007 4,642 7,958 2,131 29,438 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 10,699 4,007 4,642 7,958 2,131 29,438 

セグメント利益又は損失(△) 

（営業利益又は営業損失） 
730 124 △3 1,189 23 2,063 

 (注) 報告セグメント利益の合計金額と四半期連結損益計算書の営業利益は一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「電子デバイス材料」セグメントにおいて、当社がエレクセル㈱を吸収合併したことに伴い、リチ

ウムイオン電池製品製造設備は、当社の電子デバイス材料の資産グループに属することとなりまし

た。電子デバイス材料の資産グループは、営業活動から生ずる損益が継続してマイナスとなってお

り、将来のキャッシュ・フローも見込まれないことから、回収可能価額を零と評価し、帳簿価額240百

万円全額を減損損失として特別損失に計上しております。 
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